
(57)【要約】

【課題】循環薬液処理におけるフィルタ破かを検知し、

ウェハを効率的に良好な状態で薬液処理をすることが可

能な半導体製造装置と半導体製造方法を提供する。

【解決手段】ウェハを循環薬液により処理するためのウ

ェハ処理チャンバ１１と、循環薬液の循環ライン１２と

、循環ライン１２に設置され、ウェハ処理チャンバ１１

から排出される循環薬液中のパーティクルを捕捉するた

めの第１のフィルタ１３と、第１のフィルタ１３の１次

側又は２次側に設置され、循環薬液中のパーティクル数

を測定するためのパーティクルカウンター１４と、測定

されたパーティクル数の時間微分値を算出するための演

算処理手段１８を備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ウ ェ ハ を 循 環 薬 液 に よ り 処 理 す る た め の ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ と 、
　 前 記 循 環 薬 液 の 循 環 ラ イ ン と 、
　 前 記 循 環 ラ イ ン に 設 置 さ れ 、 前 記 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ か ら 排 出 さ れ る 前 記 循 環 薬 液 中 の
パ ー テ ィ ク ル を 捕 捉 す る た め の 第 １ の フ ィ ル タ と 、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ の １ 次 側 又 は ２ 次 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数
を 測 定 す る た め の パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー と 、
　 前 記 測 定 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 を 算 出 す る た め の 演 算 処 理 手 段 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 半 導 体 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 算 出 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 に 基 づ き 、 フ ィ ル タ の 破 か を 検 知 す る た め の 検
知 手 段 と 、
　 前 記 フ ィ ル タ の 破 か が 検 知 さ れ た と き 、 警 告 す る た め の 警 告 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ か ら 排 出 さ れ る 前 記 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル を 捕 捉 す る た め
の 第 ２ の フ ィ ル タ と 、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ か ら 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ に 切 り 替 え る た め の フ ィ ル タ 切 替 え 手 段 を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 半 導 体 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ウ ェ ハ を 循 環 薬 液 に よ り 処 理 す る 工 程 と 、
　 フ ィ ル タ に よ り 前 記 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル を 捕 捉 す る 工 程 と 、
　 前 記 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 を 経 時 的 に 測 定 す る 工 程 と 、
　 前 記 測 定 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 を 算 出 し 、 こ の パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分
値 に 基 づ き 、 前 記 フ ィ ル タ の 破 か を 診 断 す る 工 程 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 破 か の 診 断 す る 工 程 に お い て 、
　 時 間 に 対 す る 前 記 測 定 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 の 減 衰 曲 線 に お い て 、 そ の 極 大 値 で 規 格 化
を 行 い 、
　 前 記 極 大 値 と な る 時 間 か ら 所 定 時 間 経 過 後 の 、 前 記 パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 を 算 出
し 、
　 前 記 パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 を 予 め 求 め た 基 準 値 と 比 較 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ に 記 載 の 半 導 体 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 半 導 体 ウ ェ ハ の 洗 浄 処 理 な ど 、 循 環 薬 液 処 理 を 行 う 半 導 体 製 造 装 置 及
び 半 導 体 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 に お い て 、 ウ ェ ハ に 付 着 す る 付 着 物 や 、 表 面 酸 化 膜 な ど
を 除 去 す る た め に 、 薬 液 に よ る 洗 浄 処 理 が 行 な わ れ て い る 。 そ の 一 つ と し て 、 薬 液 を フ ィ
ル タ リ ン グ し な が ら 循 環 さ せ 、 循 環 薬 液 に よ り 洗 浄 処 理 を 行 う 循 環 薬 液 処 理 が 用 い ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 循 環 薬 液 処 理 に お い て 、 定 常 的 に 捕 捉 さ れ た パ ー テ ィ ク ル に よ り 、 フ ィ ル タ
前 後 で の 圧 力 損 失 が 徐 々 に 大 き く な り 、 循 環 流 量 が 減 少 し て 、 循 環 が 止 ま っ て し ま う 。 ま
た 、 継 続 使 用 に よ り 、 フ ィ ル タ 機 能 が 劣 化 し 、 フ ィ ル タ を 通 過 す る パ ー テ ィ ク ル が 増 大 し
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て し ま う 。 こ の よ う な 状 態 を フ ィ ル タ 破 か と い う が 、 フ ィ ル タ 破 か に よ り 、 十 分 な 洗 浄 処
理 を 行 う こ と が で き ず 、 ウ ェ ハ 上 に デ ィ フ ェ ク ト が 発 生 し て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 回 避 す る た め に 、 通 常 定 期 的 に フ ィ ル タ 交 換 を 行 な っ て い る が 、 フ ィ
ル タ 破 か に 至 る ま で の フ ィ ル タ の 寿 命 は 、 ウ ェ ハ の 初 期 状 態 や 、 処 理 枚 数 、 処 理 工 程 、 処
理 比 率 な ど プ ロ セ ス 状 況 に 依 存 す る と と も に 、 そ の 他 さ ま ざ ま な 要 因 に よ り 変 動 し て し ま
う 。 こ の よ う な 変 動 に 対 し 、 十 分 な マ ー ジ ン を 持 つ と 、 短 期 間 で の フ ィ ル タ 交 換 が 必 要 と
な り 、 コ ス ト が 上 昇 す る と と も に 、 装 置 の ダ ウ ン タ イ ム が 増 加 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 に 、 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル を モ ニ タ リ ン グ す る こ と に よ り 、 薬 液 の 交 換 時 期 や
、 洗 浄 の 終 点 を 検 出 す る 手 法 が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。 し か し な
が ら 、 フ ィ ル タ の 状 態 が 検 出 さ れ る も の で は な く 、 フ ィ ル タ 破 か を 効 率 的 に 回 避 す る こ と
が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － １ ９ ２ ５ ２ ４ 号 公 報 （ 第 １ 図 な ど ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ５ ６ ３ ５ ６ 号 公 報 （ ［ ０ ０ １ ４ ］ ～ ［ ０ ０ ２ ２ ］ 、 図 １
な ど ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 循 環 薬 液 処 理 に お け る フ ィ ル タ 破 か を 検 知 し 、 ウ ェ ハ を 効 率 的 に 良 好 な 状 態
で 薬 液 処 理 を す る こ と が 可 能 な 半 導 体 製 造 装 置 と 半 導 体 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 ウ ェ ハ を 循 環 薬 液 に よ り 処 理 す る た め の ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ
と 、 循 環 薬 液 の 循 環 ラ イ ン と 、 循 環 ラ イ ン に 設 置 さ れ 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ か ら 排 出 さ れ
る 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル を 捕 捉 す る た め の 第 １ の フ ィ ル タ と 、 第 １ の フ ィ ル タ の １ 次
側 又 は ２ 次 側 に 設 置 さ れ 、 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 を 測 定 す る た め の パ ー テ ィ ク ル カ
ウ ン タ ー と 、 測 定 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 を 算 出 す る た め の 演 算 処 理 手 段 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 製 造 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 ウ ェ ハ を 循 環 薬 液 に よ り 処 理 す る 工 程 と 、 フ ィ ル タ に
よ り 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル を 捕 捉 す る 工 程 と 、 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 を 測 定 す
る 工 程 と 、 測 定 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 を 算 出 す る 工 程 と 、 算 出 さ れ た パ ー テ
ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 に 基 づ き 、 フ ィ ル タ の 破 か を 診 断 す る 工 程 を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 半 導 体 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 循 環 薬 液 処 理 に お け る フ ィ ル タ 破 か を 検 知 し 、 ウ ェ ハ を
効 率 的 に 良 好 な 状 態 で 薬 液 処 理 を す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 実 施 形 態 １ ）
　 図 １ に 本 実 施 形 態 の 半 導 体 製 造 装 置 の 構 成 を 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、 ウ ェ ハ を 循 環 薬 液
処 理 す る ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ と 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ か ら 回 収 さ れ た 薬 液 を 循 環
処 理 し 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ に 供 給 す る 循 環 ラ イ ン １ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 循 環 ラ イ
ン １ ２ に は 、 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル を 捕 捉 す る フ ィ ル タ １ ３ と 、 フ ィ ル タ １ ３ の １ 次
側 に 設 置 さ れ 、 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 を 測 定 す る パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー １ ４ と 、
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循 環 ラ イ ン １ ２ 内 に 循 環 薬 液 を 循 環 さ せ る た め に 循 環 圧 を か け る ポ ン プ １ ５ と 、 循 環 を 制
御 す る バ ル ブ １ ６ 、 制 御 さ れ た 流 量 を 確 認 す る た め の 流 量 計 １ ７ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー １ ４ に は 、 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー １ ４ よ り 入 力 さ れ る パ ー テ
ィ ク ル 数 よ り そ の 時 間 微 分 値 を 算 出 す る 演 算 処 理 手 段 １ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 演 算 処 理 手
段 １ ８ に は 、 パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 よ り フ ィ ル タ １ ３ の 破 か を 検 知 す る 検 知 手 段 １
９ が 接 続 さ れ 、 こ の 検 知 手 段 １ ９ に は 、 フ ィ ル タ １ ３ の 破 か が 検 知 さ れ た と き に 警 告 を 出
す 警 告 手 段 ２ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 半 導 体 製 造 装 置 に お い て 、 以 下 の よ う に し て ウ ェ ハ が 循 環 薬 液 処 理 さ れ る 。
先 ず 、 処 理 に 用 い ら れ る 薬 液 を 、 新 た に 循 環 ラ イ ン １ ２ の 回 収 側 １ ２ ａ か ら 投 入 し 、 温 調
循 環 を 行 な う 。 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー １ ４ に よ り 測 定 さ れ る 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル
数 が 、 フ ィ ル タ １ ３ に よ り 捕 捉 さ れ る こ と に よ り 、 予 め 設 定 さ れ た 上 限 値 を 下 回 る こ と を
確 認 し た 後 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ に お い て 、 ウ ェ ハ 処 理 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 循 環 ラ イ ン １ ２ の ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ に 供 給 す る 側 （ 以 下 供 給 側 と 記 す ） １ ２ ｂ よ
り 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ に 循 環 薬 液 が 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 循 環 薬 液 は 、 例 え ば 、
ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ に お い て 、 ウ ェ ハ 上 に 吐 出 さ れ る こ と に よ り ウ ェ ハ 上 に 供 給 さ れ
、 ウ ェ ハ が 洗 浄 さ れ る 。 そ し て 、 洗 浄 に 用 い ら れ た 循 環 薬 液 は 、 例 え ば 、 常 圧 下 に て バ ッ
フ ァ タ ン ク と な る 回 収 用 の タ ン ク （ 図 示 せ ず ） に 回 収 さ れ 、 回 収 さ れ た 循 環 薬 液 （ 以 下 回
収 液 と 記 す ） 回 収 液 は 、 回 収 側 １ ２ ａ よ り 循 環 ラ イ ン １ ２ に 導 入 さ れ 、 循 環 薬 液 と 合 流 す
る 。 こ の と き 、 循 環 薬 液 に は ポ ン プ １ ５ に よ り 循 環 圧 が か か っ て い る た め 、 回 収 液 に は 循
環 圧 を 上 回 る よ う に ポ ン プ な ど に よ り 圧 力 を か け る 。 回 収 液 中 に は 、 多 く の 場 合 ウ ェ ハ 上
か ら の 脱 離 ダ ス ト が 含 ま れ る た め 、 合 流 し た 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 が 増 加 す る が 、
フ ィ ル タ １ ３ を 通 過 す る こ と に よ り 捕 捉 さ れ 、 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 が 低 減 さ れ る
。 こ の と き 、 循 環 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 は 、 フ ィ ル タ １ ３ の １ 次 側 に 設 け ら れ た パ ー テ ィ
ク ル カ ウ ン タ ー １ ４ に よ り 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ィ ル タ １ ３ に よ る 捕 捉 率 は 、 フ ィ ル タ １ ３ の 使 用 に よ り 徐 々 に 劣 化 す る 。 す な わ ち 、
図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 概 念 図 を 示 す よ う に 、 交 換 直 後 の 新 し い フ ィ ル タ １ ３ ａ と 比 較 し て
、 使 用 期 間 の 長 い フ ィ ル タ １ ３ ｂ は 、 捕 捉 率 が 低 下 す る 。 従 っ て 、 循 環 薬 液 は 、 フ ィ ル タ
通 過 に よ り パ ー テ ィ ク ル 数 を 減 少 さ せ 、 パ ー テ ィ ク ル 数 は 経 時 的 に 減 衰 す る が 、 使 用 期 間
の 長 い フ ィ ル タ は 捕 捉 率 が 低 く 、 パ ー テ ィ ク ル 数 の 減 衰 速 度 が 遅 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に 処 理 時 間 と パ ー テ ィ ク ル 数 の 関 係 を 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、 ウ ェ ハ 処 理 が 始 ま っ
て か ら 処 理 完 了 ま で の 間 、 パ ー テ ィ ク ル 数 は 増 大 し 、 処 理 が 完 了 し た 後 は 、 新 た な パ ー テ
ィ ク ル を 含 む 回 収 液 が な く な る た め 、 パ ー テ ィ ク ル 数 は 減 衰 す る （ 減 衰 曲 線 ） 。 こ の と き
、 新 し い フ ィ ル タ を 用 い た と き は 、 捕 捉 率 が 高 い た め 、 パ ー テ ィ ク ル の 減 衰 曲 線 の 傾 き は
急 峻 で あ る が 、 使 用 期 間 の 長 い フ ィ ル タ を 用 い た と き は 、 傾 き が 小 さ く な っ て い る こ と が
わ か る 。 す な わ ち 、 捕 捉 率 の 低 下 は 、 減 衰 曲 線 の 傾 き の 変 動 に よ り 判 断 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 演 算 処 理 手 段 １ ８ に お い て 、 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー １ ４ か ら 入 力 さ れ る パ ー
テ ィ ク ル 数 よ り 、 処 理 完 了 か ら 所 定 時 間 経 過 し た 時 点 に お け る 減 衰 曲 線 の 接 線 の 傾 き （ 以
下 時 間 微 分 値 と 記 す ） が 算 出 さ れ る 。 そ し て 、 検 知 手 段 １ ９ に お い て 、 こ の 時 間 微 分 値 は
、 予 め 求 め た フ ィ ル タ 破 か 直 前 の 状 態 に お け る 時 間 微 分 値 （ 設 定 値 ） と 比 較 さ れ 、 こ の 設
定 値 に 達 し た 時 点 を 検 出 す る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ 破 か を 検 知 す る 。 フ ィ ル タ 破 か が 検 知
さ れ た と き 、 そ の 検 知 情 報 に 基 づ き 、 警 告 手 段 ２ ０ に よ り 警 告 が 発 せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 ウ ェ ハ の 初 期 状 態 や 、 プ ロ セ ス 状 況 に よ ら ず 、 的 確 に フ ィ ル タ 破 か を
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事 前 に 検 知 す る こ と が で き る た め 、 フ ィ ル タ 破 か に 至 る こ と な く 、 良 好 な 状 態 で ウ ェ ハ の
循 環 薬 液 処 理 を 行 う こ と が 可 能 と な る と と も に 、 効 率 的 に フ ィ ル タ 交 換 を 行 な う こ と が 可
能 と な る 。 そ の 結 果 、 ウ ェ ハ や 、 ウ ェ ハ か ら 形 成 さ れ る 半 導 体 装 置 の デ ィ フ ェ ク ト を 抑 え
、 フ ィ ル タ 交 換 頻 度 の 増 大 に 伴 う コ ス ト の 上 昇 を 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 実 施 形 態 ２ ）
　 図 ４ に 本 実 施 形 態 の 半 導 体 製 造 装 置 の 構 成 を 示 す 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 施 形 態 １
と 同 様 の 構 成 で あ る が 、 循 環 ラ イ ン に サ ブ ラ イ ン を 設 置 し 、 こ の サ ブ ラ イ ン に 予 備 フ ィ ル
タ を 設 け て い る 点 で 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 ウ ェ ハ を 循 環 薬 液 処 理 す る ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ
２ １ と 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ ２ １ か ら 回 収 さ れ た 薬 液 を 循 環 処 理 し 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ
２ １ に 供 給 す る 循 環 ラ イ ン ２ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 循 環 ラ イ ン ２ ２ に は 、 循 環 薬 液 中 の パ
ー テ ィ ク ル を 捕 捉 す る フ ィ ル タ ２ ３ と 、 フ ィ ル タ ２ ３ の １ 次 側 に 設 置 さ れ 、 循 環 薬 液 中 の
パ ー テ ィ ク ル 数 を 測 定 す る パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー ２ ４ と 、 循 環 ラ イ ン ２ ２ 内 に 循 環 薬 液
を 循 環 さ せ る た め に 循 環 圧 を か け る ポ ン プ ２ ５ と 、 循 環 を 制 御 す る バ ル ブ ２ ６ ａ 、 制 御 さ
れ た 流 量 を 確 認 す る た め の 流 量 計 ２ ７ 、 循 環 を 切 替 え る た め バ ル ブ ２ ６ ｂ が 設 置 さ れ て い
る 。 循 環 ラ イ ン ２ ２ に は 、 さ ら に サ ブ ラ イ ン ３ ２ が 設 け ら れ て お り 、 予 備 の フ ィ ル タ ３ ３
と 、 循 環 を 切 替 え る た め の バ ル ブ ３ ６ ｂ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー ２ ４ に は 、 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー ２ ４ よ り 入 力 さ れ
る パ ー テ ィ ク ル 数 よ り そ の 時 間 微 分 値 を 算 出 す る 演 算 処 理 手 段 ２ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 演
算 処 理 手 段 ２ ８ に は 、 パ ー テ ィ ク ル 数 の 時 間 微 分 値 よ り フ ィ ル タ ２ ３ の 破 か を 検 知 す る 検
知 手 段 ２ ９ が 接 続 さ れ 、 こ の 検 知 手 段 ２ ９ に は 、 バ ル ブ ２ ６ ｂ 、 ３ ６ ｂ と 接 続 さ れ こ れ ら
を 制 御 す る バ ル ブ 制 御 手 段 ３ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 半 導 体 製 造 装 置 に お い て 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 以 下 の よ う に し て ウ ェ ハ が
循 環 薬 液 処 理 さ れ る 。 先 ず 、 処 理 に 用 い ら れ る 薬 液 を 、 新 た に 循 環 ラ イ ン ２ ２ の 回 収 側 ２
２ ａ か ら 投 入 し 、 温 調 循 環 を 行 な う 。 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー ２ ４ に よ り 測 定 さ れ る 循 環
薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 が 、 フ ィ ル タ ２ ３ に よ り 捕 捉 さ れ る こ と に よ り 、 予 め 設 定 さ れ た
上 限 値 を 下 回 る こ と を 確 認 し た 後 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ ２ １ に お い て 、 ウ ェ ハ 処 理 を 開 始
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 同 様 に 、 循 環 ラ イ ン ２ ２ の ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ ２ １ に 供 給 す る 側 （ 以 下 供 給 側
と 記 す ） ２ ２ ｂ よ り 、 ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ １ １ に 循 環 薬 液 が 供 給 さ れ る 。 ウ ェ ハ の 洗 浄 に
用 い ら れ 、 回 収 さ れ た 回 収 液 は 、 回 収 側 ２ ２ ａ よ り 循 環 ラ イ ン ２ ２ に 導 入 さ れ 、 循 環 薬 液
と 合 流 す る 。 こ の と き 、 循 環 薬 液 に は ポ ン プ ２ ５ に よ り 循 環 圧 が か か っ て い る た め 、 回 収
液 に は 循 環 圧 を 上 回 る よ う に ポ ン プ な ど に よ り 圧 力 を か け る 。 回 収 液 中 に は 、 多 く の 場 合
ウ ェ ハ 上 か ら の 脱 離 ダ ス ト が 含 ま れ る た め 、 合 流 し た 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 が 増 加
す る が 、 フ ィ ル タ ２ ３ を 通 過 す る こ と に よ り 捕 捉 さ れ 、 循 環 薬 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 が 低
減 さ れ る 。 こ の と き 、 循 環 液 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 は 、 フ ィ ル タ ２ ３ の １ 次 側 に 設 け ら れ た
パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー ２ ４ に よ り 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 測 定 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 は 、 演 算 処 理 手 段 ２ ８ に 入 力 さ れ 、 処 理 完 了 か ら 所 定 時 間 経
過 し た 時 点 に お け る 時 間 微 分 値 が 算 出 さ れ る 。 そ し て 、 検 知 手 段 ２ ９ に お い て 、 こ の 時 間
微 分 値 は 、 予 め 求 め た 設 定 値 と 比 較 さ れ 、 こ の 設 定 値 に 達 し た 時 点 を 検 出 す る こ と に よ り
、 フ ィ ル タ 破 か を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 フ ィ ル タ 破 か が 検 知 さ れ た と き 、 そ の 検 知 情 報 に 基 づ き 、 バ ル ブ 制 御 手 段 ３ ０ に よ り バ
ル ブ ２ ６ ｂ を オ フ に す る と と も に 、 バ ル ブ ３ ６ ｂ を オ ン に す る こ と に よ り 、 循 環 ラ イ ン ２
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２ を サ ブ ラ イ ン ３ ２ に 切 替 え る 。 そ し て 、 オ フ 状 態 と な っ た フ ィ ル タ ２ ３ を 交 換 し 、 フ ィ
ル タ ３ ３ の 破 か が 検 知 さ れ る ま で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 ウ ェ ハ の 初 期 状 態 や 、 プ ロ セ ス 状 況 に よ ら ず 、 的 確 に フ ィ ル タ 破 か を
事 前 に 検 知 し て 循 環 ラ イ ン を 切 替 え る こ と が で き る た め 、 フ ィ ル タ 破 か に 至 る こ と な く 、
良 好 な 状 態 で ウ ェ ハ の 循 環 薬 液 処 理 を 行 う こ と が 可 能 と な る と と も に 、 フ ィ ル タ 交 換 に 伴
う ダ ウ ン タ イ ム の 低 減 が 可 能 と な る 。 そ の 結 果 、 ウ ェ ハ や 、 ウ ェ ハ か ら 形 成 さ れ る 半 導 体
装 置 の デ ィ フ ェ ク ト を 抑 え 、 リ ー ド タ イ ム を 短 縮 し 、 コ ス ト の 上 昇 を 抑 え る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 フ ィ ル タ 破 か が 検 知 さ れ た と き に 、 サ ブ ラ イ ン ３ ２ に 切 替 え て フ
ィ ル タ ２ ３ を 交 換 し て い る が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル タ ２ ３ の 洗 浄 用 純 水 を 導 入 、 自
動 薬 液 ド レ イ ン （ 図 示 せ ず ） に 排 出 す る た め の バ ル ブ ２ ６ ｃ 、 フ ィ ル タ ３ ３ の 洗 浄 用 純 水
を 導 入 、 自 動 薬 液 ド レ イ ン （ 図 示 せ ず ） に 排 出 す る た め の バ ル ブ ３ ６ ｃ 備 え て 、 フ ィ ル タ
破 か の 検 知 情 報 に 基 づ き 、 フ ィ ル タ ２ ３ 、 ３ ３ の 夫 々 切 替 え 後 に バ ル ブ ２ ６ ｃ 又 は バ ル ブ
３ ６ ｃ を 制 御 す る こ と に よ り 、 循 環 ラ イ ン の 洗 浄 を 行 な う 自 動 洗 浄 機 能 を 有 し て い て も 良
い 。 こ の よ う な 自 動 洗 浄 機 能 を 有 す る こ と に よ り 、 水 洗 済 み の 循 環 ラ イ ン で の フ ィ ル タ 交
換 と な る の で 、 フ ィ ル タ 交 換 に 伴 う 作 業 時 間 の 大 幅 な 短 縮 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 尚 、 こ れ ら 実 施 形 態 に お い て 、 演 算 処 理 手 段 で 、 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー か ら 入 力 さ れ
る パ ー テ ィ ク ル 数 よ り 、 処 理 完 了 か ら 所 定 時 間 経 過 し た 時 点 に お け る 時 間 微 分 値 が 算 出 さ
れ て い る が 、 測 定 さ れ る パ ー テ ィ ク ル 数 は 、 単 位 体 積 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 で あ る た め 、 洗
浄 処 理 後 の 循 環 薬 液 の 回 収 率 の 低 下 な ど に よ り 、 循 環 薬 液 の 総 量 が 減 少 す る 場 合 、 そ れ に
伴 い 単 位 体 積 中 の パ ー テ ィ ク ル 数 が 増 加 し て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 ウ ェ ハ が 持
ち 込 ん だ ダ ス ト の 量 が 多 い と 、 最 初 の フ ィ ル タ に よ る 捕 捉 率 は 高 く な る と 考 え ら れ る 。 こ
の よ う な 場 合 に も 対 応 す る た め に 、 観 測 さ れ る パ ー テ ィ ク ル 数 が 極 大 と な る と き の 値 で 規
格 化 を 行 う こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 規 格 化 を 行 な っ た 減 衰 曲 線 よ り 求 め た 処 理 完 了
か ら 所 定 時 間 経 過 し た 時 点 に お け る 時 間 微 分 値 と 、 設 定 値 と 比 較 す る こ と に よ り 、 よ り 正
確 な フ ィ ル タ 破 か の 検 知 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 こ れ ら 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ て い る パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー と し て は 、 循 環
薬 液 に 対 し て 耐 性 を 持 ち 、 且 つ ０ ． １ μ ｍ 程 度 で の パ ー テ ィ ク ル 検 出 能 力 を 持 つ こ と が 望
ま し い 。 尚 、 こ れ ら 実 施 形 態 に お い て 、 パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー を フ ィ ル タ の １ 次 側 に 設
置 し て い る が 、 設 定 値 を ２ 次 側 で 測 定 さ れ た パ ー テ ィ ク ル 数 に 基 づ い て 予 め 求 め ら れ た 値
と す る こ と に よ り 、 ２ 次 側 に 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 こ れ ら 実 施 形 態 に お い て 、 ウ ェ ハ 上 に 循 環 薬 液 が 吐 出 さ れ る こ と に よ り ウ ェ ハ の
洗 浄 を 行 な う 枚 葉 式 の 洗 浄 装 置 を 例 に 挙 げ て い る が 、 バ ッ チ 式 の 洗 浄 装 置 に お い て も 適 用
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 そ の 他 要 旨 を 逸 脱 し な い
範 囲 で 種 々 変 形 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 態 様 の 半 導 体 製 造 装 置 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 態 様 に お け る フ ィ ル タ 使 用 状 態 に よ る パ ー テ ィ ク ル の 捕 捉 状 態 の 概 念
図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 態 様 に お け る 処 理 時 間 と パ ー テ ィ ク ル 数 の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 態 様 の 半 導 体 製 造 装 置 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 態 様 の 半 導 体 製 造 装 置 の 構 成 を 示 す 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ １ 、 ２ １ ・ ・ ・ ウ ェ ハ 処 理 チ ャ ン バ 、 １ ２ 、 ２ ２ ・ ・ ・ 循 環 ラ イ ン 、 １ ３ 、 ２ ３ ・ ・
・ フ ィ ル タ 、 １ ４ 、 ２ ４ ・ ・ ・ パ ー テ ィ ク ル カ ウ ン タ ー 、 １ ５ 、 ２ ５ ・ ・ ・ ポ ン プ 、 １ ６
、 ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ 、 ３ ６ ｂ ・ ・ ・ バ ル ブ 、 １ ７ 、 ２ ７ ・ ・ ・ 流 量 計 、 １ ８ 、 ２ ９ ・ ・ ・ 演
算 処 理 手 段 、 １ ９ 、 ２ ９ ・ ・ ・ 検 知 手 段 、 ２ ０ ・ ・ 警 告 手 段 、 ３ ０ ・ ・ ・ バ ル ブ 制 御 手 段
、 ３ ２ ・ ・ ・ サ ブ ラ イ ン 、 ３ ３ ・ ・ ・ 予 備 の フ ィ ル タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(8) JP 2007-266211 A 2007.10.11


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

